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存整備構想 ➞ 保存整備計画 ➞ 実施設計・見直しという過程になっていることを明確にした。第４章
では、象徴である建造物についての復元が城跡全体の保存整備計画に多大な影響を与えていることを指
摘している。失われた天守閣の復元整備の問題を第５章で取り上げ、調査研究による厳密な復元、伝統
的な材料と工法の採用など、従来の復元整備とは内実とも異なってきていることを立証した。天守閣な
どの文化財建造物が残っている事例を第６章で分析し、そこでは文化財建造物の保存に力点が置かれ、
城跡の構造物は周辺環境の整備と考えられてきたと推定し、今後は石垣などの構造物も計画性のある保
存修理が必要であると指摘した。 
 これらより、本論では今後に向けた全体像をつぎのように纏めている。日本の城跡では、史跡として
の保存整備計画を策定し、全体的な保存整備像を持つことが浸透している。しかし、一方で発掘調査と
後世の建造物の撤去が実施されてきたものの空地化のところも少なくなく、石垣などの構造物は建造物
の復元に伴う修理や災害復旧が主流であって、積極的な保存整備は必ずしも十分といえない。今後の保
存整備計画では単に天守閣を起点として整備の範囲を広げていく手法だけでなく、近景や遠景という城
郭の景観構造に主眼をおいた手法を検討すべきである。これより、都市景観との調和や来訪者の動線な
どに対応でき、また効率の高い整備を進めることも可能であろうとしている。 
 このように、本研究は韓国と日本における史跡保存の一面ではあるが、ひとつの種別を総括的に取り
纏めた点で、保存学における学術的意義の深い研究といえる。また、保存措置の変遷と特徴を明らかに
し、保存状況の実態把握から代表的事例を個別に検証しており、多角的な視点から問題点と課題を考察
していることも評価できる。提案した整備活用の方向性については創意と工夫が認められるが、実効性
や実現性という点にさらなる研究の余地が残っており、今後も論文の完成度を高めていく必要がある。
しかしながら、こうした成果は文化財史跡における共通項と考えられ、研究の起点とした韓国の城郭の
保存手法や整備活用にも有益な研究と思われる。 
 以上から、本研究は独自性と信頼性があり、博士論文として充分な内容を有していると判定し、合格
とした。 
 なお、第１章は「国史跡邑城における城壁の整備と復元に関する考察」（『日本建築学会計画系論文集』
2008年８月号）、第２章は「近世城郭の文化財保護と保存・活用の変遷に関する考察」（『同論文集』2009
年９月号）として、学会で発表されている。 
